
　明
治
維
新
後
、
職
を
失
っ
た
士
族
を

救
済
す
る
た
め
、
旧
福
島
県
は
旧
二
本

松
藩
士
を
大
槻
原（
現
在
の
開
成
山
地

域
）に
移
住
さ
せ
、
地
元
商
人
た
ち
で

結
成
さ
れ
た
開
成
社
と
の
共
同
で
開
墾

を
実
施
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
８
７
６
年
、

開
拓
の
根
幹
と
な
っ
た
桑
野
村
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
明
治
天
皇
の
東
北
巡
幸
に

先
ん
じ
、
下
見
に
訪
れ
た
内
務
卿
・
大

久
保
利
通
が
、
旧
福
島
県
と
開
成
社
が

進
め
て
き
た
官
民
一
体
の
開
拓
事
業
の

成
功
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
の
地
で

国
営
開
拓
事
業
の
実
施
を
決
断
し
た
こ

と
で
、
明
治
政
府
初
の
国
営
農
業
水
利

事
業「
安
積
開
拓
・
安
積
疏
水
開
さ
く
事

業
」が
実
現
。
事
業
は
困
難
を
極
め
ま

し
た
が
、
近
代
土
木
技
術
を
用
い
て
工

事
が
進
め
ら
れ
、
１
８
８
２
年
、
約
130

ｋ
ｍ
に
及
ぶ
安
積
疏
水
が
完
成
。
干
ば

つ
で
水
不
足
だ
っ
た
郡
山
の
未
来
を
切

り
拓
き
ま
し
た
。

　全
国
か
ら
入
植
し
た
士
族
や
地
元
の

農
民
と
商
人
が
持
つ「
開フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト

拓
者
精
神
」が

国
を
動
か
し
た
こ
の
一
連
の
物
語
は
、

２
０
１
６
年
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、

郡
山
の
誇
る
歴
史
と
し
て
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

郡
山
の
未
来
を
拓
く

「
一
本
の
水
路
」

開成社
　江戸後期から宿場町として栄えていた
郡山宿の富裕商人25人が、県の呼び掛け
に応じ1873年に結成。彼らの多額の出資
が、開拓に大きく貢献しました。

沼上発電所（1899年）
　猪苗代湖から低地へ流れる安積疏水
の落差を利用した水力発電所。高圧電
力の長距離送電で、紡績や繊維産業の
発展に大きく貢献しました。

開成館（写真奥）
　1874年に建てられた区会所（後の郡役
所）。福島県開拓掛が設置。地元の大
工が錦絵や建物の見聞のみで建設した

「擬洋風建築」でした。

郡山市制施行
100周年記念

「郡山の誇り」

田園地帯を流れる安積疏水「大谷一号水路橋」（三穂田町）

　明
治
初
期
に
行
わ
れ
た
一
大
国
家
事
業「
安
積
開
拓
・
安
積

疏
水
開
さ
く
」。
乾
い
た
大
地
に
拓
か
れ
た
一
本
の
水
路
が
、

郡
山
発
展
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

一
本
の
水
路

水・緑公園（開成山公園南側）
　水路橋をモチーフにしたモニュメント
では、５～９月に水遊びが楽しめます。

開成山公園の桜
　先人たちが開拓当時に植えた桜は、今も公園で美
しく咲き誇ります。

　安
積
疏
水
は
、
農
業
用
水
、
発
電
用

水
、
飲
料
水
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に

使
わ
れ
、
か
つ
て
５
千
人
だ
っ
た
郡
山

を
農
・
商
・
工
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

都
市
へ
と
発
展
さ
せ
る
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。

　今
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い

る
安
積
疏
水
は
、
市
民
の
生
活
に
深
く

根
付
い
て
い
ま
す
。
ま
ち
な
か
に
は
安

積
疏
水
関
連
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
多
く

設
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
先

人
た
ち
が
成
し
遂
げ
た
事
業
の
偉
大
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
140
年
以

上
も
私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
る

安
積
疏
水
は
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
と

と
も
に
未
来
を
つ
く
り
続
け
ま
す
。

今
も
愛
さ
れ
続
け
る

安
積
疏
水

◀▲安積疏水の通水を記
念して造られた麓山の飛
瀑（写真上）と、それを模
して造られた郡山駅西口
駅前広場の滝のモニュメ
ント

先人の偉業を、未来へつなげる
　安積疏水の管理者は、国から県へ、県から組合
へと変わり、1952年から安積疏水土地改良区が管
理しています。土地改良区では、疏水などの維持
管理のほか、次代を担う子どもたちや海外の方な
どにこの偉業を伝える活動もしています。

新たな開拓者がたくさん生まれてほしい
　安積疏水は、人、土地、技術などがタイミング
よく結び付いてできた奇跡の水路です。これから
も日本遺産認定や世界かんがい施設遺産登録を受
けている安積疏水の歴史を伝え、郡山を開拓者で
あふれるまちにしていきたいですね。

　郡山市は安積開拓・安積疏水開さくの歴史
的な背景をもとに、久留米市、鳥取市、ブル
メン市と姉妹都市として親交を深めてきまし
た。先人たちのおかげで生まれたつながりは、
今後も交流を続けることで、お互いの地域に
絆として刻まれていきます。

安積開拓・安積疏水が紡ぐ縁

　鳥取市とは、伝統産業
である「因州和紙」と本市
の「海老根伝統手漉和紙」
を使った和紙交流が行わ
れています。

　久留米市とは毎年、
小中学生による「青少
年親善交流事業」を実
施するなど、交流を
深めています。

開拓者精神を
受け継ぎ

活気あるまちに

　安積疏水開さく事業に
尽力したファン・ドール
ンの生誕地であるオラン
ダ・ブルメン市。今も多
分野で交流しています。

安積疏水土地改良区 総務課
添田　恵悟さん
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